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意
見
交
換
の
中
で
、
石
破

総
理
は
、
多
く
の
医
師
が
国

民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
謝
意
を
表
明
。
医

師
偏
在
の
問
題
に
関
し
て

「
医
師
が
不
足
し
て
い
る
地

域
に
一
定
期
間
、
勤
務
を
し

て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
か
」
と
問
い
掛

け
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
松

本
会
長
が
８
月
21
日
の
定
例

記
者
会
見
で
、
医
師
偏
在
解

消
に
対
す
る
日
本
医
師
会
の

考
え
方
を
公
表
し
、
そ
の
中

で
、
医
師
不
足
地
域
に
交
代

で
勤
務
し
て
も
ら
う
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
提

言
し
た
こ
と
を
説
明
。
そ
の

導
入
に
向
け
た
協
力
を
求
め

た
。ま

た
、
石
破
総
理
か
ら
「
医

師
免
許
取
得
後
す
ぐ
に
自
由

診
療
に
携
わ
る
医
師
が
近
年

増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
こ

と
に
対
し
て
、
松
本
会
長
は

「
わ
が
国
は
世
界
に
冠
た
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
有
し
て

お
り
、
医
師
に
な
っ
た
か
ら

に
は
、
一
定
期
間
は
保
険
医

療
機
関
で
保
険
医
と
し
て
、

あ
る
程
度
勤
務
を
し
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
を
担
保
し
た
い
」

と
意
欲
を
示
し

た
。医

療
機
関
の
経

営
状
況
に
関
し
て

は
、
松
本
会
長
が

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

患
者
数
は
戻
ら

ず
、
昨
今
の
物
価

高
騰
、
賃
金
の
上

昇
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
医
療
機

関
、
特
に
産
科
、

小
児
科
の
医
療
機

関
の
経
営
状
況
は

厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
、そ
の
支
援
を
要
請
。

こ
れ
に
対
し
て
、
石
破
総
理

は
地
元
の
鳥
取
県
に
お
い
て

移
住
者
が
増
え
て
い
る
要
因

の
一
つ
に
産
科
、
小
児
科
の

医
療
機
関
の
存
在
を
挙
げ
、

そ
れ
ら
の
医
療
機
関
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
も
、
支
援
が

必
要
な
こ
と
に
一
定
の
理
解

を
示
し
た
。

そ
の
他
、
石
破
総
理
は
マ

イ
ナ
保
険
証
の
問
題
に
つ
い

て
も
触
れ
、
「
現
行
の
健
康

保
険
証
を
新
規
に
発
行
す
る

こ
と
を
終
了
す
る
と
言
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
、
国

民
の
中
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
保

険
診
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

っ
て
い
な
い
方
に
は
、今
後
、

『
資
格
確
認
書
』
が
交
付
さ

れ
る
の
で
、
引
き
続
き
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

広
報
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
松
本
会

長
は
、
「
こ
の
点
に
つ
い
て

は
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
も

多
く
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

日
本
医
師
会
と
し
て
も
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
普
及
に
引
き

続
き
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
今
後
発
行
さ
れ
る
「
資

格
確
認
書
」
で
も
保
険
診
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
し

っ
か
り
と
周
知
し
て
い
く
考

え
を
伝
え
た
。

松
本
吉
郎
会
長
は
、
城
守

国
斗
常
任
理
事
と
共
に
10
月

10
日
に
財
務
省
で
加
藤
勝
信

財
務
大
臣
と
、
11
日
に
は
厚

生
労
働
省
で
福
岡
資
麿
厚
労

大
臣
と
相
次
い
で
会
談
し

た
。

10
日加

藤
財
務
大
臣
と
の
会
談

の
冒
頭
、
松
本
会
長
は
医
療

機
関
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
患
者

数
が
戻
っ
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ロ
ナ

補
助
金
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
６
年
６
月
時

点
の
医
業
利
益
率
・
経
常
利

益
率
は
共
に
前
年
度
比
で
大

き
く
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
。

ま
た
、
（
１
）
令
和
６
年

春
闘
の
結
果
、
全
産
業
で
の

賃
上
げ
合
計
額
は
５
・
１
％

の
上
昇
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
創
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
に
よ
る
上
昇

は
２
・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
、
（
２
）
令
和
６
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
入
院

時
食
事
療
養
費
が
約
30
年
ぶ

り
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

本
年
６
月
以

降
の
消
費
者

物
価
指
数
の

上
昇
か
ら
見

る
と
十
分
と

は

言

え

な

い
、
（
３
）

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
他
、
円

安
の
影
響
等
も
あ
り
、
医
療

材
料
費
も
上
昇
が
続
い
て
い

る
中
で
、
公
定
価
格
に
よ
り

運
営
す
る
医
療
機
関
・
介
護

事
業
所
等
は
価
格
に
転
嫁
で

き
な
い

─
こ
と
等
を
指

摘
。
地
域
を
面
と
し
て
支
え

て
い
る
医
療
機
関
・
介
護
事

業
所
等
を
支
援
す
る
た
め
に

も
、
補
正
予
算
に
お
け
る
対

応
を
求
め
た
。

会
談
に
同
席
し
た
城
守
常

任
理
事
も
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
医

療
機
関
経
営
は
年
々
悪
化
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地

域
医
療
体
制
の
維
持
が
困
難

に
な
り
か
ね
な
い
と
窮
状
を

訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
加
藤
財
務
大

臣
は
一
定
の
理
解
を
示
し
、

支
援
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
と
し
た
上
で
、
現
在
の

状
況
の
原
因
と
思
わ
れ
る
医

療
界
に
特
有
の
事
情
に
つ
い

て
、
更
に
詳
細
な
分
析
が
必

要
と
し
た
他
、
実
態
に
そ
ぐ

わ
な
い
制
度
的
な
部
分
は
運

用
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
加
藤
財
務
大
臣
が

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

と
い
っ
た
形
で
の
支
援
は
必

要
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

だ
け
で
は
本
当
に
必
要
な
と

こ
ろ
に
行
き
渡
ら
ず
、
広
く

薄
い
支
援
と
な
っ
て
し
ま
う

と
の
危き

ぐ惧
を
示
し
た
こ
と
に

対
し
て
、松
本
会
長
も
同
調
。

現
状
に
つ
い
て
深
い
分
析
を

行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
医
療
提
供
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
も
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き

な
が
ら
、
日
本
医
師
会
と
し

て
新
政
権
と
も
協
力
し
、
引

き
続
き
地
域
医
療
を
守
っ
て

い
く
意
向
を
伝
え
た
。

11
日福

岡
厚
労
大
臣
と
の
会
談

で
、
松
本
会
長
と
城
守
常
任

理
事
は
、
直
近
の
医
療
機
関

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

（
１
）
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
患

者
数
が
戻
っ
て
い
な
い
、

（
２
）
さ
ま
ざ
ま
な
新
型
コ

ロ
ナ
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
、
（
３
）
昨
年
以
上
に
人

件
費
が
急
激
に
増
加
し
て
い

る
、
（
４
）
食
材
料
費
が
更

に
高
騰
し
て
い
る

─
こ
と

な
ど
か
ら
、
医
業
利
益
率
・

経
常
利
益
率
共
に
悪
化
し
て

お
り
、
地
域
医
療
が
崩
壊
し

か
ね
な
い
と
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
物
価
高
騰
・

賃
上
げ
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
急
激
な
状
況
変
化
に
よ
り

経
営
が
悪
化
し
た
病
院
に
お

い
て
、
患
者
数
減
少
な
ど
の

変
化
に
応
じ
る
た
め
の
経
営

改
善
へ
の
支
援
②
地
域
医
療

に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
産

科
・
小
児
科
や
、
在
宅
医
療

に
取
り
組
む
医
療
機
関
も
含

め
た
、
地
域
医
療
を
支
え
て

い
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
③

経
済
対
策
に
お
い
て
、
全
て

の
医
療
機
関
で
少
な
く
と
も

２
％
以
上
の
賃
上
げ
を
実
現

で
き
る
た
め
の
支
援
④
今
後

も
物
価
の
上
昇
傾
向
が
継
続

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
経
済
対
策
に
お
け

る
病
院
へ
の
食
費
支
援
⑤
建

築
資
材
の
高
騰
に
対
す
る
病

院
へ
の
増
改
築
支
援
⑥
公
定

価
格
に
よ
り
運
営
す
る
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
等
に
お

い
て
は
価
格
転
嫁
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
費
用
に
関
す
る
引
き
続

き
の
支
援

─
を
そ
れ
ぞ
れ

要
望
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し

て
、
福
岡
厚
労
大
臣
は
、「
要

望
を
頂
い
た
点
に
つ
い
て

は
、
地
域
医
療
の
堅
持
は
も

ち
ろ
ん
、
石
破
茂
内
閣
総
理

大
臣
が
推
進
す
る
『
地
方
創

生
』
に
お
い
て
も
非
常
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
要
望
に
沿

っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
省

内
で
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
る
な
ど
、
理
解
を
示

し
た
。

加
藤
財
務
・
福
岡
厚
労
両
大
臣
に

 
医
療
機
関
の
窮
状
を
説
明
し

                       

補
正
予
算
で
の
対
応
を
求
め
る

松
本
会
長
・
城
守
常
任
理
事

石破総理と医師偏在問題や
     医療機関の経営状況などについて意見交換

松
本
会
長

　松本吉郎会長は10月12日、総理公邸を訪
れ、石破茂内閣総理大臣に直接、総理就任へ
の祝意を伝えるとともに、医師偏在問題や医
療機関の経営状況などについて意見交換を行
った。
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ベースアップ評価料算定のご検討を！！
─届出様式が簡素化されました─

※ただし、従来の様式で準備をしている場合はそのまま届け出ることも可能

詳しくは厚生労働省ベースアップ評価料特設ページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00053.html）等をご確認願います。

　令和6年度診療報酬改定で新設された「ベースアップ評価料」の届出様式がこのほど、簡素化されました。まだ届出をされていない
医療機関は、ぜひ、この機会に算定のご検討をお願いいたします。
主な変更点
◉診療所・病院の「賃金改善計画書」のベア評価料対象外職種の基本給等に係る事項で、給与総額の記載項目が削除された。
◉診療所の「賃金改善計画書」の基本給等に係る事項で、職種グループ別の記載項目が削除された。
◉外来・在宅ベア評価料Ⅱを算定しない診療所の「賃金引き上げ計画書作成のための計算シート」について、届け出種別欄が削除されるとともに、
届け出を行う月の記載方法も簡略化された。

Ｑ「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
っ
た

背
景
を
教
え
て
下
さ
い

Ａ
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
（Med-

ical 
Association 

Member 
Information 

System

）
と
は
、
全
国
の
医

師
会
の
会
員
情
報
管
理
を
担

う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
日
本
医

師
会
が
構
築
し
た
医
師
会
会

員
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
へ
入
会
す
る

種
申
請
を
行
っ
て
頂
い
て
き

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
特
に
異
動
が

多
い
若
年
層
の
勤
務
医
の
先

生
方
は
、
せ
っ
か
く
医
師
会

に
ご
入
会
頂
い
て
も
、
こ
う

し
た
手
続
き
の
煩
雑
さ
か

ら
、
異
動
の
際
に
退
会
し
た

ま
ま
、
再
入
会
頂
け
な
い
こ

と
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ

り
ま
し
た
。

既
に
日
本
医
師
会
が
令
和

５
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

医
学
部
卒
後
５
年
間
の
会
費

免
除
等
の
施
策
に
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
の
紙
ベ
ー
ス
の
申

請
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
少

し
で
も
多
く
の
先
生
方
が
医

師
会
活
動
に
参
加
し
や
す
い

状
況
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
医
師
会
の
組
織
強
化
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
、
「
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
の
最
初
の
大
き

な
目
的
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
準

備
を
さ
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

昨
年
４
月
以
降
よ
り
全

国
の
都
道
府
県
医
師
会
並
び

に
郡
市
区
等
医
師
会
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
対
面
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
課
題
や

問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
、

昨
年
12
月
12
日
に
開
催
さ
れ

た
第
27
回
常
任
理
事
会
で
そ

の
委
託
先
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
メ
イ
ン
ベ
ン

ダ
ー
と
の
キ
ッ
ク
オ
フ

頂けます！

今年9月時点で日本医師会員の方には、
郵送で仮ログインID・仮パスワードをご案
内しました。
日本医師会に未入会のその他の医師会員
の方には、準備ができ次第、順次郵送させ
て頂きます。

医師が自らの登録情報を管理できます。 送付物の発送／停止、所属学会情報の
管理等が行えます。

日医医賠責特約保険、医師年金の加入
状況が確認できます。

新たな勤務先や所属医師会を選択・申請
すると、自動的に該当医師会へ入会・退会
申請を行います。

郵送物に記載の仮ログインID・
仮パスワードを利用してログイ
ンして下さい。
（初回はメールアドレスの登録が
必要です）

入会 /異動 /退会申請を行うと、システム
を通じて最寄りの医師会に申請が行われ
ます。
※最寄りの医師会の調べ方はコチラ
https://www.med.or.jp/link/search.
htmlhttps://mamis.med.or.jp/login/

際
に
用
い
て
き
た
従
来
の
複

写
式
届
出
用
紙
を
廃
止
し
、

入
会
等
の
手
続
き
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

化
し
た
も
の
で
、
従
来
の
医

師
会
三
層
構
造
（
一
部
で
は

郡
市
区
の
中
に
地
区
医
師
会

が
あ
る
四
層
構
造
）
の
流
れ

に
の
っ
と
り
、
入
会
・
異
動
・

退
会
手
続
き
を
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
会
員
情
報

管
理
用
の
デ
ー
タ
を
一
元
化

し
、
会
員
や
事
務
局
作
業
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

に
至
っ
た
背
景
と
し
て
は
、

（
１
）
令
和
５
年
１
月
に
会

内
の
医
師
会
組
織
強
化
検
討

委
員
会
か
ら
「
全
国
の
会

員
・
医
師
会
が
共
通
で
利
用

可
能
な
入
退
会
・
異
動
等
の

Ｗ
ｅ
ｂ
手
続
き
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」
の
提
言
を
受
け
た
、

（
２
）
平
成
28
年
か
ら
運
用

し
て
い
た
会
員
情
報
シ
ス
テ

ム
が
老
朽
化
し
て
い
た
、

（
３
）
年
間
４
万
枚
以
上
発

生
し
て
い
た
紙
媒
体
で
の
手

続
き
の
煩
雑
さ

─
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
医
師

会
は
医
師
個
人
が
任
意
で
加

入
す
る
学
術
団
体
で
あ
り
、

郡
市
区
等
医
師
会
、
都
道
府
県

医
師
会
、
日
本
医
師
会
と
い

う
三
層
構
造
（
一
部
で
は
四

層
構
造
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
医
師
会
は
独
立
し
た
法

人
組
織
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
先
生
方
に
は
こ
れ
ま

で
、
地
元
の
郡
市
区
等
医
師

会
に
複
写
式
の
届
出
用
紙
を

ご
提
出
頂
く
こ
と
で
、
入
会

や
退
会
、
異
動
と
い
っ
た
各

笹本常任理事に聞く
新たな医師会会員情報システム（MAMIS）
                       いよいよ公開、ぜひご活用を

　日本医師会では、本年10月30日に医師会会員情報システム、通称「MAMIS（マミス）」を公開しました。
そこで、今号では、担当の笹本洋一常任理事に導入の経緯やどんな機能があるのか等について、説明して
頂きました。

←
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デジタル医師資格証は、
医師資格証（ カードまたはセカンド電子証明書）
をお持ちの方がご利用になれるアプリです。

医師資格証をまだ申請されていない方は、是非
お申し込みください。

・全国医師会研修管理システムで管理している講習会受講履歴と学習単位の表示
・電子処方箋発行のためのQRコード読取※お使いの電子処方箋システムがカードレス署名に対応している場合
・偽造防止策を施した医師資格証の券面情報の表示 など

【デジタル医師資格証でできること】

デデジジタタルル医医師師資資格格証証ととはは？？

医師資格証申込 検索

日本医師会が発行する
スマホで使える電子版の医師資格証です。

2段広告_デジタル医師資格証_240417.indd   12段広告_デジタル医師資格証_240417.indd   1 2024/04/17   13:17:142024/04/17   13:17:14

会
議
や
「
新
会
員
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
検
討
会

議
」
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
担
当
者
が
現
地
に
出
向

き
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
の
説

明
や
要
望
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
場
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
あ
る
い
は
個
別
に
説
明
会

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
（
全
27
回
）

し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
30
日
の
シ
ス

テ
ム
公
開
の
直
前
に
は
、
都

道
府
県
医
師
会
・
郡
市
区
等

医
師
会
の
事
務
局
を
対
象
と

し
て
、
２
回
の
説
明
会
（
「
医

師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ 

事
務
局
向
け
説

明
会
」
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
用

い
た
今
後
の
業
務
予
定
に
関

す
る
事
務
局
説
明
会
」
）
も

開
催
す
る
な
ど
、
準
備
を
進

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
も
し
は
が
き
が

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
よ

う
で
し
た
ら
、
別
掲
の
日
本

医
師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム

運
営
事
務
局
（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

願
い
ま
す
。

Ｑ「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
に
は

ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
従
来
、
会
員
の
先
生
方

は
、
ご
所
属
さ
れ
て
い

る
各
医
師
会
に
、
ご
自
身
の

情
報
が
ど
の
よ
う
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
手

段
は
基
本
的
に
無
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
で
は
、

先
生
方
お
一
人
お
一
人
の
マ

イ
ペ
ー
ジ
上
で
、
ご
自
身
の

登
録
情
報
を
管
理
頂
く
こ

と
、
例
え
ば
、
医
師
年
金
や

日
医
医
賠
責
特
約
保
険
の
加

入
状
況
の
確
認
、
住
所
や
電

話
番
号
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
・

日
本
医
師
会
雑
誌
等
の
送
付

物
の
送
付
先
と
い
っ
た
登
録

情
報
の
変
更
等
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
医
師
会
へ
の
入

会
・
異
動
・
退
会
等
の
諸
手

続
き
を
、
対
象
と
な
る
医
師

会
に
申
請
す
る
た
め
の
各
種

フ
ォ
ー
ム
も
ご
用
意
し
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
い

っ
た
申
請
を
し
た
場
合
に
、

医
師
会
側
で
受
理
さ
れ
た

か
、
審
査
な
ど
の
手
続
き
が

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
視
覚
的
に
ご

確
認
頂
く
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
２
面

下
図
）。

Ｑ「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
に
は

今
後
ど
の
よ
う
な
機
能

が
追
加
さ
れ
る
予
定
で

す
か
？

Ａ
来
年
４
月
に
は
、
研
修

管
理
機
能
を
追
加
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
現
在
は

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
上
か
ら
、

日
本
医
師
会
の
各
種
研
修
制

度
（
生
涯
教
育
制
度
、
か
か

り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
、

認
定
産
業
医
制
度
、
認
定
健

康
ス
ポ
ー
ツ
医
制
度
及
び
専

門
医
共
通
講
習
等
）
に
係
る

研
修
会
の
申
し
込
み
、
取
得

単
位
の
管
理
、
認
定
証
の
発

行
、
認
定
医
の
新
規
／
更
新

の
申
請
等
を
行
っ
て
頂
け
る

よ
う
、
開
発
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
医
師
会
事
務
局
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
会
費

減
免
申
請
に
係
る
機
能
等
も

準
備
中
で
す
。

そ
の
他
、
９
月
17
日
に
開

催
さ
れ
た
令
和
６
年
度
第
１

回
都
道
府
県
医
師
会
長
会
議

で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て

の
要
望
も
頂
い
て
お
り
、
被

災
時
等
に
お
け
る
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
情
報
収
集
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
な
ど
、
日
本
医

師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）
に
関
す
る
支
援
機

能
の
実
装
等
に
関
し
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
最
後
に
会
員
の
先
生
方

に
一
言
お
願
い
し
ま
す

Ａ
今
回
の
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」

の
立
ち
上
げ
は
、
医
師

会
業
務
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
会
員
の
先
生
方

に
利
便
性
を
提
供
す
る
こ
と

で
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
、
最
初
の
大
き
な
一

歩
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。現

時
点
で
の
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
」
は
生
ま
れ
た
て
で
、
十

分
な
機
能
を
備
え
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
先
生
方
や
医
師
会

事
務
局
の
皆
様
の
お
声
を
頂

き
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
」
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と

し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

既
に
全
国
の
医
師
会
事
務

局
を
通
じ
て
、
多
く
の
先
生

MAMISに関する問い合わせ先

日本医師会会員情報システム運営事務局�
（コールセンター）

inquiry@mamis.med.or.jp

�0120-110-030�
（�受付時間：平日10:00～ 18:00 �
※土・日・祝日・年末年始を除く平日）

HPVワクチンのキャッチアップ接種の
 10月以降の間隔を短縮した接種への

ご協力のお願い

　HPVワクチンのキャッチアップ接種につきましては、国のキャ
ッチアップ接種が来年3月末で終了予定であることを踏まえ、日本
医師会では1回目の接種を本年9月末までに済ませて頂きたいと積
極的に周知依頼を行い、多くの医療機関にご協力頂きました。誠
にありがとうございます。
　本ワクチン接種につきましては、厚生労働省から3回接種完了に
必要な標準的な接種間隔を取ることができない場合には、4価と9
価ワクチンは最短4カ月（2価ワクチンは5カ月）でも完了するこ
とができることが示されており、1回目の接種を11月中に実施すれ
ば、令和7年3月末までに接種を完了することが可能となります（こ
の場合には接種を受けた方について、接種後の副反応などの有害
事象への対応に備え、2回目の接種が年末などの医療機関休診日に
かからないよう、スケジュールの配慮が必要です）。
　引き続き希望される方の接種が円滑に進みます
よう、ご協力をお願いいたします。
　なお、接種で使用するワクチンについては、厚
生労働省に対し、接種を実施する医療機関へ必要
とするワクチンが十分に供給されるよう、強く申
し入れを行っています。

方
か
ら
ご
期
待
の
声
が
届
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
頂
戴

し
た
ご
意
見
を
基
に
改
良
を

重
ね
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
を

通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
先
生
方
に
医
師
会
を
よ

り
身
近
な
存
在
と
感
じ
て
頂

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
理
解
、
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」

の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、

専
用
の
情
報
共
有
サ
イ
ト

（https://mamis.member-

sys.info/

）
を
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

先
（
別
掲
）
と
併
せ
て
、
ご

活
用
願
い
ま
す
。

MAMIS 
情報共有サイト

め
て
き
ま
し
た
。

更
に
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」

の
本
導
入
に
向
け
て
、
日
本

医
師
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
格
な
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
及
び
情
報
資
産

の
保
護
を
図
る
た
め
、
９
月

17
日
開
催
の
令
和
６
年
度
第

７
回
理
事
会
の
承
認
を
経

て
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
本
方
針
」
を
改
正
す
る
と

と
も
に
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
規
程
」
の
策
定
も
行
い

ま
し
た
。

Ｑ「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
は
ど

ん
な
方
が
利
用
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
日
本
医
師
会
が
構
築
・

運
営
を
担
う
シ
ス
テ
ム

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
医

師
会
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

日
本
医
師
会
ま
で
は
入
会
し

て
い
な
い
全
国
の
都
道
府
県

医
師
会
、
郡
市
区
等
医
師
会

の
会
員
で
あ
れ
ば
ご
利
用
頂

け
ま
す
。

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に

日
本
医
師
会
の
各
種
研
修
に

参
加
さ
れ
る
医
師
で
あ
れ

ば
、
医
師
会
の
非
会
員
で
あ

っ
て
も
ご
利
用
可
能
で
す
。

Ｑ「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
を
利

用
す
る
に
は
ど
ん
な
手

続
き
を
取
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ
ま
ず
、
先
生
方
ご
自
身

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
専
用

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
頂
き
、

初
回
の
利
用
登
録
、
つ
ま
り

マ
イ
ペ
ー
ジ
を
作
成
頂
く
こ

と
で
、
ご
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
（
２
面
上
図
）。

た
だ
し
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」

は
日
本
医
師
会
の
会
員
台
帳

で
も
あ
る
た
め
、
10
月
30
日

の
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
公
開
時

点
で
日
本
医
師
会
に
所
属
し

て
い
る
会
員
で
あ
れ
ば
、
日

本
医
師
会
が
あ
ら
か
じ
め
マ

イ
ペ
ー
ジ
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

日
本
医
師
会
員
の
先
生
方

に
は
９
月
下
旬
に
、
「
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
に
ロ
グ
イ
ン
頂
く

た
め
の
情
報
（
仮
ロ
グ
イ
ン

Ｉ
Ｄ
・
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
）
を

圧
着
は
が
き
に
て
ご
案
内
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
利
用
登
録
を
頂
け
て

い
な
い
方
は
ぜ
ひ
、
ご
登
録

→
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「新基準」についての再確認と
   制度化に向けたこれからの取り組みなどを説明

都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会都
道
府
県
医
師
会
自
賠
責

保
険
担
当
理
事
連
絡
協
議
会

が
、
自
賠
責
保
険
診
療
費
算

定
基
準
（
い
わ
ゆ
る
「
新
基

準
」
）
に
つ
い
て
の
再
確
認

及
び
制
度
化
に
向
け
た
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
伝

達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
10
月
11
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
協
議
会
は
細
川
秀
一

常
任
理
事
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
ま
ず
、
自
賠

責
保
険
を
中
心
と
し
た
交
通

事
故
診
療
に
関
し
て
、
昭
和

59
年
の
国
の
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
審
議
会
（
自
賠

審
）
の
答
申
を
受
け
、
新
基

準
の
策
定
に
お
い
て
、
日
本

医
師
会
が
主
導
と
な
り
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
こ
と
を
紹
介
。

そ
の
上
で
新
基
準
に
つ
い

て
、
国
の
審
議
会
の
答
申
に

お
い
て
、
「
全
国
的
に
浸
透

し
、
定
着
し
た
段
階
で
制
度

化
を
図
る
」
こ
と
が
う
た
わ

れ
、
平
成
27
年
に
全
て
の
都

道
府
県
で
新
基
準
が
採
用
さ

れ
た
一
方
、
各
地
域
の
採
用

状
況
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
全
国
的
な
採
用
率
も
横

ば
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
、
将
来
的
な
新
基
準
の

制
度
化
を
見
据
え
、
地
域
で

の
採
用
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
本
連
絡
協
議
会
の
目
的

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

三
者
合
同
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
へ

続
い
て
、
自
賠
責
保
険
担

当
の
細
川
常
任
理
事
か
ら
、

平
成
11
年
以
来
の
開
催
と
な

っ
た
本
協
議
会
に
係
る
経
緯

や
新
基
準
の
趣
旨
等
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

自
賠
責
保
険
担
当
理
事
連
絡

協
議
会
の
新
基
準
に
関
わ
る

開
催
は
、
昭
和
62
年
か
ら
始

ま
り
、
直
近
で
は
平
成
11
年

に
、
主
に
新
基
準
の
未
実
施

医
療
機
関
へ
の
協
力
な
ど
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

次
に
、
新
基
準
の
歴
史
的

背
景
と
し
て
、
昭
和
40
年
代
、

交
通
事
故
の
診
療
費
は
、
自

賠
法
、
関
係
政
省
令
・
通
知

に
そ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
各
地
域
、
各
医
療
機

関
に
よ
っ
て
そ
の
請
求
額
に

格
差
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
当
時
の
大
蔵
大
臣
の
諮

問
機
関
で
あ
る
自
賠
審
が
、

日
本
医
師
会
、
日
本
損
害
保

険
協
会
（
損
保
協
会
）
、
自

算
会
〔
現
、
損
害
保
険
料
率

算
出
機
構
（
損
保
料
率
機

構
）
〕
に
対
し
て
診
療
報
酬

基
準
案
作
成
を
求
め
た
と
し

た
。新

基
準
の
「
自
動
車
保
険

の
診
療
費
に
つ
い
て
は
、
現

行
労
災
保
険
診
療
費
算
定
基

準
に
準
拠
し
、
薬
剤
等
『
モ

ノ
』
に
つ
い
て
は
そ
の
単
価

を
12
円
と
し
、
そ
の
他
の
技

術
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
に

20
％
を
加
算
し
た
額
を
上
限

と
す
る
」
こ
と
、
ま
た
、
健

康
保
険
よ
り
も
充
実
し
た
診

療
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、

三
者
〔
日
本
医
師
会
、
損
保

協
会
、
自
算
会
（
現
、
損
保

料
率
機
構
）
〕
合
意
に
よ
る

診
療
報
酬
算
定
方
法
で
あ
る

た
め
、
紛
争
解
決
の
機
能
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。そ

の
上
で
、
「
今
後
は
三

者
共
同
で
制
度
化
に
向
け
た

現
状
の
障
壁
を
分
析
・
検
討

し
、
普
及
促
進
策
・
方
針
を

明
確
に
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
自
賠
責
保
険
診
療
を

担
う
医
療
機
関
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
を
表
明
。
そ
し
て
来
年

度
に
も
本
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
、
調
査
結
果
及
び
普
及

促
進
策
・
方
針
を
報
告
し
、

交
通
事
故
の
被
害
者
や
医
療

機
関
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
配
慮
し
な
が
ら
新
基
準

の
普
及
を
進
め
、
将
来
的
に

は
金
融
庁
、
国
土
交
通
省
に

対
し
て
、
制
度
化
の
具
体
的

な
検
討
を
求
め
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

新
基
準
の
普
及
に
努
め
る

続
い
て
、
主
に
伊
澤
和
耶

損
保
協
会
損
害
サ
ー
ビ
ス
企

画
部
自
動
車
グ
ル
ー
プ
主
任

が
、
新
基
準
の
位
置
付
け
や

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
、

三
者
合
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
概
要
を
説
明
し
た
。

伊
澤
主
任
は
、
新
基
準
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
、
全
て

の
医
療
機
関
に
対
し
強
制
力

を
持
つ
制
度
で
は
な
く
、
各

医
療
機
関
に
採
用
判
断
を
委

ね
る
「
手
挙
げ
方
式
」
で
運

用
し
て
い
る
こ
と
を
解
説
。

２
０
２
０
年
時
点
の
新
基
準

移
行
率
は
全
国
平
均
で
約
６

割
で
あ
り
、
都
道
府
県
単
位

で
見
る
と
、
約
９
割
強
か
ら

２
割
弱
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
新
基

準
の
普
及
が
必
要
と
の
見
方

を
示
し
た
。

ま
た
、
独
占
禁
止
法
の
観

点
か
ら
制
度
化
の
必
要
性
も

指
摘
し
、
公
正
取
引
委
員
会

も
都
度
「
制
度
化
を
前
提
と

し
て
独
禁
法
上
問
題
視
し
な

い
」
主
旨
の
発
言
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
新
基
準
の

診
療
報
酬
を
将
来
的
に
確

保
・
維
持
す
る
た
め
に
は
制

度
化
が
必
要
と
な
る
」
と
強

調
。同

主
任
は
、
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
２
０
２
４
年

度
の
新
基
準
の
普
及
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
引
き

続
き
三
者
で
協
力
し
な
が
ら

普
及
に
努
め
る
と
し
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
「
な
ぜ
移
行

率
が
上
が
ら
な
い
の
か
」「
ど

う
す
れ
ば
新
基
準
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
か
」
と
い
う
観

点
で
具
体
的
な
意
見
を
聴
取

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説

明
。
各
都
道
府
県
医
師
会
に

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
宇
田
川
智
弘
損
保

協
会
常
務
理
事
も
「
同
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、
新

基
準
の
更
な
る
効
果
的
な
普

及
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
八
島
宏
平
損
保
料

率
機
構
理
事
／
企
画
推
進
部

長
か
ら
は
「
新
基
準
は
医
師

　ご自身のLINEアカウントをお持ちでない方は、LINEアプリ
をインストールの上、アカウントの作成が必要になります。
LINEアカウントの作成方法はLINE公式サイト（https://
guide.line.me/ja/signup-and-migration/line-signup.
html）をご確認下さい。

「LINE公式サイト」

　日本医師会LINE公式アカウントは、下記二次元コードを読
み込んで頂くか、LINEホーム画面の「検索」から「@324vigsd」
とご入力頂くと登録できます。

「日本医師会LINE公式アカウント登録」

　日本医師会LINE公式アカウントでは、登録者の方に、講習
会や研修会などのご案内や医療情報等を提供しています。ぜ
ひご登録をお願いいたします。

日本医師会LINE公式アカウントを
友だち登録をしてみよう！

に
も
患
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
」
と
強
調
し
、
制
度
化

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

説
明
の
後
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
都
道
府
県
医
師
会

か
ら
の
質
問
に
日
本
医
師
会

役
員
及
び
損
保
協
会
、
損
保

料
率
機
構
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回

答
が
行
わ
れ
た
。

総
括
を
行
っ
た
茂
松
茂
人

副
会
長
は
、
「
新
基
準
の
普

及
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ

う
日
本
医
師
会
が
主
導
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
医
療
現
場
が
交
通
事

故
の
診
療
で
困
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

訃
　
報

■
中
尾
正
俊
氏
（
大
阪
府
医

師
会
長
／
日
本
医
師
会
理

事
）10

月
16
日
死
去
、
71
歳
。

通
夜
が
10
月
19
日
、
告
別
式

が
20
日
に
大
阪
市
内
で
近
親

者
の
み
に
て
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
ご
令
息
、
一
浩

様
。氏

は
昭
和
27
年
生
ま
れ
。

昭
和
54
年
神
戸
大
学
卒
業
。

昭
和
62
年
中
尾
医
院
開
業
。

令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和

４
年
６
月
ま
で
日
本
医
師
会

理
事
を
務
め
た
。

ま
た
、
本
年
６
月
か
ら
は

大
阪
府
医
師
会
長
と
２
度
目

の
日
本
医
師
会
理
事
を
務
め

て
い
た
。

平
成
28
年
に
藍
綬
褒
章
を

受
章
し
て
い
る
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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上
野
、
六
本
木
の
美
術
館

に
美
術
展
を
見
に
い
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
混
ん
で
い
る

と
人
の
頭
の
間
か
ら
絵
の
断

片
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
評
判
に
な
る
展
覧
会

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
殺
到
す
る
と
言
っ
て
も

い
い
く
ら
い
で
す
。
隙
間
を

探
し
背
伸
び
し
体
を
ひ
ね
っ

て
の
ぞ
き
な
が
ら
「
見
た
と

言
え
る
の
か
？
」
と
思
い
ま

す
が
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

展
示
室
を
巡
っ
た
後
、
会

場
出
口
近
く
に
販
売
所
が
あ

り
ま
す
。
美
術
館
に
よ
っ
て

は
品
ぞ
ろ
え
の
良
い
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
絵

葉
書
と
か
複
製
画
で
全
体
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
と
記
念
撮
影
用
の

パ
ネ
ル
、
絵
葉
書
で
し
か
作

品
の
全
体
を
見
ら
れ
な
い
の

も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

断
片
だ
け
見
て
帰
る
よ
り
は

良
い
で
す
。

シ
ョ
ッ
プ
で
の
目
当
て
は

展
覧
会
の
記
念
品
で
す
。
高

価
な
複
製
画
や
、
絵
の
モ
チ

ー
フ
を
基
に
し
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
ス
カ
ー
フ
に
は
と
て

も
心
惹
か
れ
ま
す
が
、
ど
ん

な
人
が
買
う
の
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
眺
め
る
だ
け
、
ジ

ひ
ろ
し
君
が
３
歳
の
頃
の

話
で
あ
る
。

山
梨
の
田
舎
に
住
ん
で
い

た
時
、
あ
る
夜
に
突
然
に
肛

門
の
辺
り
が
「
む
ず
む
ず
」

と
し
て
き
た
。
し
ば
ら
く
し

て
も
そ
の
「
む
ず
む
ず
」
感

が
解
消
し
な
い
の
で
、
そ
っ

と
パ
ン
ツ
の
中
に
手
を
入
れ

て
肛
門
の
辺
り
を
触
っ
た

ら
、
何
か
温
か
く
て
「
柔
ら

か
い
も
の
」
が
手
に
触
れ
た

の
だ
。
子
ど
も
心
に
何
か
悪

い
予
感
が
し
た
の
を
記
憶
し

て
い
る
。

何
と
な
く
気
に
な
っ
て
、

部
屋
の
片
隅
か
ら
新
聞
紙
を

探
し
た
。
そ
れ
を
小
さ
く
ち

ぎ
っ
て
肛
門
の
辺
り
の
、
そ

の
「
柔
ら
か
い
も
の
」
を
挟

ん
で
引
っ
張
っ
た
ら
、
ス
ー

ッ
と
何
か
が
肛
門
か
ら
抜
け

た
感
じ
が
し
た
。
引
っ
張
り

出
さ
れ
た
そ
の
モ
ノ
を
天
井

の
裸
電
球
に
か
ざ
し
て
見
た

瞬
間
に
、
ひ
ろ
し
君
は
恐
怖

の
あ
ま
り
そ
の
モ
ノ
を
窓
か

ら
外
に
思
い
っ
き
り
遠
く
に

放
り
出
し
て
い
た
の
だ
。
長

さ
は
10
セ
ン
チ
く
ら
い
で
、

か
す
か
に
ピ
ン
ク
色
を
し
て

お
り
、
ク
ネ
ク
ネ
と
わ
ず
か

に
動
い
て
い
た
気
が
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
も
の

だ
っ
た
。
も
の
す
ご
く
気
が

動
転
し
た
の
だ
が
、
ひ
ろ
し

君
は
親
に
は
話
さ
ず
に
そ
の

夜
は
黙
っ
て
寝
た
の
で
あ

る
。
ひ
ろ
し
君
は
こ
の
頃
か

ら
親
に
は
何
も
言
わ
な
い
子

ど
も
だ
っ
た
よ
う
だ
。

翌
朝
、
起
き
た
後
に
す
ぐ

に
庭
に
出
て
昨
夜
の
柔
ら
か

く
て
細
長
い
物
を
探
し
た
と

こ
ろ
、
窓
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
庭
に
ピ
ン
ク
色
を
し

て
、
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い

長
細
い
物
体
を
発
見
し
た
。

ひ
ろ
し
君
は
そ
の
物
体
を
ジ

ー
ッ
と
観
察
し
、
穴
を
掘
っ

て
埋
め
た
。
回
虫
の
お
墓
で

あ
る
。
そ
の
後
は
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た

の
で
あ
る
。
記
憶
も
ほ
と
ん

ど
か
す
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
あ
れ
か
ら
50
年

後
に
、
突
然
３
歳
の
時
の
回

虫
事
件
を
思
い
出
し
た
の
で

あ
る
。

横
浜
で
小
児
科
医
院
を
開

院
し
て
い
た
ら
、
あ
る
日
、

母
親
が
「
変
な
モ
ノ
が
こ
の

子
の
肛
門
か
ら
出
て
き
ま
し

た
」
と
言
っ
て
、
オ
ム
ツ
を

目
の
前
で
開
け
た
。
目
を
オ

ム
ツ
の
中
に
移
す
と
、
50
年

前
の
あ
の
鮮
や
か
な
光
景
が

突
然
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
は
遊
ぶ
時
間

と
根
気
が
足
り
な
い
の
で
諦

め
、
小
さ
な
値
の
張
ら
な
い

物
を
買
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
結
果
、
家
の
冷
蔵
庫
に

は
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
ロ
ダ
ン

の
地
獄
の
門
（
考
え
る
人
付

き
）
、
佐
伯
祐
三
の
描
く
パ

リ
の
郵
便
配
達
夫
、
フ
ェ
ル

メ
ー
ル
の
真
珠
の
耳
飾
り
の

少
女
が
く
っ
つ
き
、
私
の
バ

ッ
グ
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
猫
が

数
匹
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
バ
ベ
ル
の
塔
の

入
っ
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
は
大

の
お
気
に
入
り
で
す
。

新
国
立
美
術
館
、
森
美
術

館
は
何
度
か
行
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
プ
も
と
て
も
広
く
、

置
い
て
い
る
品
は
定
番
の
絵

葉
書
も
あ
り
ま
す
が
買
え
る

の
で
あ
る
。

ピ
ン
ク
の
そ
の
物
体
は
、

す
で
に
死
ん
で
い
た
。
「
こ

れ
は
回
虫
で
す
ね
」
と
冷
静

に
母
親
に
告
げ
る
と
、
母
親

は
ボ
ソ
ボ
ソ
と
い
ろ
い
ろ
な

事
を
話
し
始
め
た
。
以
前
か

ら
無
農
薬
野
菜
を
購
入
し
て

お
り
、
主
婦
仲
間
で
は
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

話
。
ど
う
し
て
自
分
の
子
ど

も
に
だ
け
回
虫
が
い
た
の
か

と
い
う
不
満
。
更
に
は
昔
の

日
本
人
に
は
誰
で
も
回
虫
が

い
た
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が

無
か
っ
た
な
ど
と
言
う
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
話
な
ど
、
某
先

生
の
説
を
も
し
ゃ
べ
り
だ
し

た
の
で
あ
る
。
ア
レ
コ
レ
と

話
題
が
多
岐
に
わ
た
っ
た

が
、
最
後
に
駆
虫
薬
を
処
方

し
て
、
母
親
に
納
得
し
て
帰

っ
て
も
ら
っ
た
。

ヒ
ト
の
世
の
出
来
事
は
、

振
り
子
の
よ
う
に
先
に
行
っ

た
り
再
び
後
戻
り
し
な
が
ら

進
ん
で
い
く
よ
う
だ
。
回
虫

事
件
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と

を
示
す
良
い
例
だ
ろ
う
。

美
術
品
と
呼
べ
そ
う
な
品
も

あ
り
ま
す
。
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

ス
・
ボ
ス
作
中
モ
チ
ー
フ
の

手
作
り
革
細
工
は
今
で
も
思

い
出
す
程
の
不
気
味
さ
と
可

愛
ら
し
さ
で
し
た
。

こ
の
文
を
書
き
な
が
ら
も

し
や
と
思
い
検
索
し
て
み
る

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
何
店
か
発

見
、
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館

シ
ョ
ッ
プ
に
、
透
明
な
樹
脂

部
分
に
絵
の
モ
チ
ー
フ
を
使

っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を
見
付
け
ま

し
た
。
安
価
で
美
し
く
、
つ

い
注
文
し
ま
し
た
。
衝
動
買

い
で
き
る
の
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
の
魅
力
で
す
。
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入
戸
野
　
博

愛
用
の
万
年
筆
を
使
う
度

に
思
い
出
す
あ
る
患
者
さ
ん

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

医
師
に
な
っ
て
か
ら
30
数
年

た
っ
た
が
、
ど
な
た
で
も
あ

る
と
思
う
が
、
記
憶
に
残
る

症
例
の
経
験
が
あ
る
だ
ろ

う
。
自
分
の
専
門
は
、
循
環

器
内
科
で
あ
る
が
、
初
期
研

修
を
終
え
、
医
局
か
ら
の
指

示
で
あ
る
病
院
に
４
カ
月
程

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ

る
時
、
60
代
女
性
の
方
が
外

来
を
受
診
さ
れ
た
。
診
察
で

心
雑
音
が
あ
り
検
査
の
結

果
、
胸
部
外
科
で
手
術
予
定

と
な
っ
た
。
や
が
て
手
術
も

成
功
し
元
気
な
姿
で
全
快
さ

れ
た
。
派
遣
と
い
う
４
カ
月

と
い
う
短
い
間
で
あ
っ
た

が
、
自
分
と
し
て
は
診
断
学

の
基
本
で
あ
る
聴
診
で
疾
患

を
見
つ
け
、
手
術
を
受
け
て

頂
き
治
療
完
結
で
き
た
。
ま

さ
に
医
者
冥み

ょ
う
り利
に
つ
き
る
と

言
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

10
年
ほ
ど
時
が
経
ち
、
別

の
病
院
で
勤
務
し
た
時
、
思

い
も
か
け
ず
偶
然
に
そ
の
患

者
さ
ん
を
診
察
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
お
互
い
に
顔
を
覚

え
て
い
て
、
「
元
気
に
再
会

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

と
か
話
し
た
と
思
う
。
そ
の

後
、
自
分
は
開
業
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
嬉
し
い
こ
と

に
そ
の
患
者
さ
ん
も
当
院
に

通
院
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ご
丁
寧
に
「
先
生
、
開

院
○
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
気
に
召
す
よ
う

な
ら
お
使
い
下
さ
い
」
と
万

年
筆
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
パ
ー
カ
ー
社
の
万
年
筆

で
あ
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元
帥
が
太
平
洋
戦
争
後
の

調
印
の
際
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
当

時
、
カ
ル
テ
書
き
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
、
万
年
筆
は
ウ
ォ
ー

タ
ー
マ
ン
の
青
イ
ン
ク
の
管

（
こ
れ
も
書
き
味
は
抜
群
だ

が
）
を
時
々
使
用
し
て
い
た

が
、
筆
記
具
に
こ
だ
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
開

業
後
は
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る

電
子
カ
ル
テ
入
力
が
ほ
と
ん

ど
で
、
手
書
き
を
す
る
機
会

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

た
。
こ
の
機
会
に
筆
記
具
の

良
さ
を
見
直
す
の
も
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
と
、
頂
い
た

万
年
筆
で
落
書
き
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
が
日
記
を
書

く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

殴
り
書
き
の
日
記
帳
も
た
だ

の
一
行
で
も
と
書
き
続
け
、

万
年
筆
で
書
い
た
ノ
ー
ト
も

か
な
り
の
冊
数
に
な
っ
た
。

万
年
筆
は
そ
れ
ほ
ど
力
を

入
れ
な
く
と
も
文
字
が
書
け

る
た
め
、
殴
り
書
き
で
も
よ

く
紙
に
な
じ
む
。
ま
た
、
書

け
ば
書
く
ほ
ど
そ
の
人
の
書

き
癖
に
ペ
ン
が
な
じ
ん
で
く

れ
る
。
万
年
筆
は
毎
日
使
う

こ
と
が
長
持
ち
さ
せ
る
こ
つ

で
あ
り
、
時
々
コ
ン
バ
ー
タ

ー
や
ペ
ン
先
の
洗
浄
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ

が
、
そ
れ
も
楽
し
み
の
一
つ

で
あ
る
。
他
の
筆
記
具
と
違

い
、
愛
着
も
湧
き
何
十
年
と

使
え
る
の
も
万
年
筆
の
奥
ゆ

か
し
さ
で
あ
ろ
う
。
文
房
具

は
種
類
も
多
い
が
、
万
年
筆

一
つ
で
も
ペ
ン
先
、
イ
ン
ク

な
ど
ペ
ン
道
楽
は
凝
り
出
す

と
切
り
が
な
い
（
今
回
は
長

く
な
る
の
で
割
愛
す
る
）
。

万
年
筆
で
書
類
に
サ
イ
ン
す

る
時
な
ど
に
「
先
生
、
お
し

ゃ
れ
な
万
年
筆
で
す
ね
」
と

か
言
わ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
初
対
面
の
方
で
も
話
し

が
弾
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

時
は
流
れ
、
自
分
も
開
業

医
の
ほ
う
が
、
勤
務
医
で
あ

っ
た
時
間
よ
り
長
く
な
っ

た
。
一
人
の
患
者
さ
ん
と
長

く
お
付
き
合
い
す
る
こ
と
も

多
く
な
っ
た
。
そ
の
患
者
さ

ん
に
数
年
後
の
あ
る
診
察
日

に
、
頂
い
た
万
年
筆
に
つ
い

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
際
に

喜
ん
で
微
笑
ま
れ
て
い
た
の

を
思
い
出
す
。
そ
の
後
、
転

倒
に
よ
る
外
傷
、
脳
疾
患
等

で
入
院
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
結
局
は
自
分
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
へ
毎
回
ご
自
分
で
杖

を
つ
き
な
が
ら
も
通
っ
て
下

さ
っ
た
。
最
近
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
ご

家
族
よ
り
突
然
の
病
気
で
安

ら
か
に
他
界
さ
れ
た
と
の
連

絡
を
頂
い
た
。
と
て
も
落
胆

し
た
が
、
「
母
は
最
期
ま
で

先
生
の
こ
と
を
話
し
て
い
ま

し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ

っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
患
者

さ
ん
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

さ
あ
、
平
穏
無
事
に
終
わ

っ
た
今
日
は
何
を
万
年
筆
で

書
こ
う
か
な
？

定例記者会見やシンポジウム、イベントの他、
皆さまの健康に役立つ情報を発信しています。
便利なお気に入り登録もお願いします。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日本臨床分科医会代表者会議　所属医会の活動⑥ ※活動の詳細は各会のホームページをご覧下さい。

日本臨床皮膚科医会
　日本臨床皮膚科医会（以下、日臨皮）の組織形態は、総務、財務、
広報、医政・健保、地域医療（在宅医療・学校保健）、学術・教育、
国際部に分かれています。
　更に本年度からは地域医療部に災害対策委員会を新設しました。こ
れは令和6年能登半島地震をきっかけに、日本医師会長であり、皮膚
科医である松本吉郎先生からの要望もあり、皮膚科医が被災者に対し
どのような支援・協力ができるのかを検討し、活動していくことが目
的です。
　当医会として現在力を入れていることは会員数を増やすことです。
これは医会運営のための資金調達はもちろんですが、その資金を活用
し、各部会で調査・検討した情報を会誌やホームページを通じて会員
に報告し、更なるスキルアップにつなげて頂くこと及び患者教育の講
座開催等のためです。その活動内容を評価頂き、その結果会員数が増
えればこれに勝る喜びはありません。
　次に当医会が抱えている課題ですが、法人化と事務局の移転があり
ます。しかしこれらは課題というより医会刷新の一環と捉えています。
法人化は大きな臨床調査や事務局の賃貸契約等に必要であることに加
え、法的人格を得ることにより、社会的信用性を更に増大させ、日臨
皮諸事業をより円滑に行っていくためです。また、事務局の移転は事
務局のある周辺の再開発のため喫緊の課題となっています。それぞれ
着々と話を進めている最中です。
　最後に、日本医師会への要望です。各医会単独での活動には限りが
あり、日本医師会のバックアップが不可欠であることから、日本臨床
分科医会や各地区医師会と医会のタイトな関係性の、更なる構築が必
要と思います。健保、学校保健、在宅医療、病院の勤務医等々、ご協
力をお願いいたします。

日本臨床泌尿器科医会
１．現在当会で最も力を入れていること
　現在、日本臨床泌尿器科医会では保険情報を含む泌尿器科日常診療
の知識と現状をいかに効率的に拡散するかについて検討を重ねていま
す。Xでは公式アカウント「@JCU2023」を用い、昨今の医療全体に
関する情報を発信しています。
　直近では、海外の泌尿器看護協会のガイドラインを翻訳してホーム
ページに掲載し、今後の高齢化社会における下部尿路管理について医
師以外の医療従事者にも理解を広めていければと考えています。
　また、会員からの寄付で泌尿器科診療に役立つAI Chatbot運営の
作業を開始しています。保険情報から診療情報まで、できる限りコン
パクトにデータとして格納していますが、AI自体がまだ発展途上な
こともあり、改善の余地を痛感しているところです。
２．当会の抱えている課題
　このような活動を行っても、当医会の存在意義への認識の向上を得
るのはなかなか難しいと感じています。
　現在、初期会員の高齢化による離脱、若手会員の入会減により、当
医会の会員数は日本泌尿器科学会の約6分の1にとどまっています。
泌尿器科専攻医の会費も無料化しておりますが会員増にはつながって
いないのが現状です。
　更なる当医会の役割について十分な広報が必要と考えています。
３．日本医師会会員の皆様にお願いしたいこと
　かかりつけの内科医の先生にお願いしたいことがあります。
　頻尿、排尿困難、尿失禁など、泌尿器科的症状のある患者さんは、
漫然とした投薬で尿路機能障害を起こしたり、手術時期を遅らせたり、
悪性腫瘍を見逃される可能性もあり、必ず一度は泌尿器科医にご紹介
をお願いいたします。
　また、昨今の医療材料費高騰、医薬品の必要以上の薬価
の引き下げについても議論をお願いしたいと考えていま
す。
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書
籍
紹
介

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
（
令

和
６
年
度
日
本
医
療
安
全
調

査
機
構
委
託
事
業
）

◆
開
催
形
式
及
び
日
程
等
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講

日
時
：
12
月
８
日
（
日
）
午

後
０
時
50
分
～
６
時

場
所
：
日
本
医
師
会
館
小
講

堂（２
）e-learning

に
よ
る

受
講
（
講
義
動
画
を
受
講
者

専
用
サ
イ
ト
に
て
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
）

受
講
期
間
：
12
月
下
旬
～
令

和
７
年
３
月
下
旬
を
予
定

※
ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
択
し

受
講
願
い
ま
す
。

な
お
、
「
（
１
）
会
場
で
の
受

講
」
を
お
申
し
込
み
の
場
合

に
は
、e-learning

の
視
聴

も
可
能
で
す
。

◆
申
込
締
切
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

11
月
29
日
（
金
）
午
後
11
時

59
分
ま
で

（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講

令
和
７
年
３
月
24
日
（
月
）

午
後
11
時
59
分
ま
で

◆
対
象
者
：
医
療
機
関
の
管

理
者
、
実
務
者
も
し
く
は
こ

れ
に
準
ず
る
方

◆
定
員
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講
：
１

０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

令
和
６
年
度
医
療
事
故
調
査
制
度

「
管
理
者
・
実
務
者
セ
ミ
ナ
ー
」

（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講
：
１
０
０
０
名

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

『
医
療
事
故
調
査
制
度
』
の

概
要
、
資
料
の
解
説
」
〔
木

村
壯
介
日
本
医
療
安
全
調
査

機
構
（
医
療
事
故
調
査
・
支

援
セ
ン
タ
ー
）
常
務
理
事
〕

・
「
医
療
事
故
報
告
に
お
け

る
判
断
」
〔
山
口
徹
日
本
医

療
安
全
調
査
機
構
（
医
療
事

故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）

顧
問
〕

・
「
当
該
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応　

初
期
対
応
」
（
渡

邊
秀
臣
日
本
医
師
会
医
療
安

全
対
策
委
員
会
委
員
）

・
「
当
該
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応　

関
係
者
へ
の
聞
き

取
り
」
（
宮
原
保
之
日
本
医

師
会
医
療
安
全
対
策
委
員
会

委
員
）

・
「
支
援
団
体
・
外
部
委
員

の
役
割
」
（
上
野
道
雄
日
本

医
師
会
医
療
安
全
対
策
委
員

会
委
員
）

・
「
報
告
書
の
作
成
」
〔
宮
田

哲
郎
日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
（
医
療
事
故
調
査
・
支
援

セ
ン
タ
ー
）
常
務
理
事
〕

◆
受
講
料
：
１
５
０
０
円

（
税
込
）

※
「
（
１
）
会
場
で
の
受
講
」

「
（
２
）e-learning

に
よ
る
受

講
」
共
に
同
額
と
な
り
ま
す
。

◆
受
講
証
明
：
全
て
の
講
義

を
受
講
完
了
し
た
受
講
者
に

対
し
、
「
受
講
証
明
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
療
安

全
・
死
因
究
明
」
の
コ
ー
ナ

ー

（https://www.med.

or.jp/doctor/anzen_

siin/

）
よ
り
、
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課　

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０
６

（
直
）

「
食
育
健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の
ご
案
内

日
本
医
師
会
は
米
穀
安
定

供
給
確
保
支
援
機
構
と
共

に
、
医
師
、
管
理
栄
養
士
・

保
健
師
等
を
対
象
と
し
た

「
食
育
健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０

２
４
」
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
視
聴
登
録
を
開

始
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
：「
健
康
寿
命
延

伸
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
～

高
齢
期
を
い
き
い
き
と
過
ご

す
た
め
の
食
事
と
運
動
～
」

◆
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
期

間
：
12
月
４
日
（
水
）
午
前

10
時
～
令
和
７
年
２
月
28
日

（
金
）
午
後
11
時
59
分

※
視
聴
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
配
信
期
間

◆
視
聴
申
込
方
法
：
視
聴
を

ご
希
望
の
方
は
下
記
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
米
ネ
ッ
ト
）
内
の

「
食
育
健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０

２
４
」
バ
ナ
ー
よ
り
、
お
申

し
込
み
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
下

さ
い
。

https://www.komenet.

jp/

申込先

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
「
食
育

健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」

事
務
局

s
h
o
k
u
i
k
u
2
0
2
4
@

kk.intage.com

高
齢
期
を
楽
し
く
暮

ら
す

中
村
重
信　
　

梶
川　

博　

著

本
書
は
、
京
都
大
学
医
学

部
の
同
級
生
で
あ
る
著
者
二

人
が
、
長
き
に
わ
た
り
高
齢

者
診
療
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
験
を
基
に
人
生
１
０
０
年

時
代
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
を

記
し
た
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
３
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
「Part1　

い

ま
、
高
齢
社
会
で
」
で
は
、

高
齢
者
の
病
気
の
特
徴
や
介

護
保
険
制
度
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
現
状
を
紹

介
。
「Part2

　

私
た
ち
の
た

ど
っ
た
道
」
で
は
、
著
者
二

人
が
医
師
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
や
京
都
大
学
で
の
出
会

い
、
そ
し
て
広
島
で
高
齢
者

診
療
に
取
り
組
む
ま
で
が
記

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「Part3

　

こ
れ
か

こ
こ
が
知
り
た
か
っ
た

緩
和
ケ
ア

改
訂
第
３
版

余
宮
き
の
み　

著

本
書
は
意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
薬
剤
の
使
い
方
や
ケ

ア
の
コ
ツ
を
、
各
項
目
冒
頭

の
「
概
念
図
」
で
つ
か
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
場
で
教
え
て
も
ら

っ
て
い
る
よ
う
で
分
か
り
や

す
い
と
好
評
で
あ
っ
た
緩
和

ケ
ア
の
定
番
書
の
改
訂
版
で

あ
る
。

そ
の
内
容
は「
疼
痛
治
療
」

「
疼
痛
治
療
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
き
」
「
痛
み
以
外
の

症
状
の
緩
和
」「
鎮
静
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
５

リ
ア
ル
と
ロ
ジ
ッ
ク
で
語
る

糖
尿
病
患
者
支
援
・ 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

岩
岡
秀
明　

編
著

社
会
的
不
利
益
の
除
去
や

患
者
へ
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
が

ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
時
代

と
な
り
、
糖
尿
病
の
治
療
に

お
い
て
も
従
来
の
「
指
導
」

「
教
育
」
と
い
う
視
点
で
は

中
は
い
つ
で
も
お
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

◆
視
聴
登
録
受
付
期
間
：
令

和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
配

信
終
了
ま
で

◆
参
加
費
：
無
料

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
松
本

吉
郎
会
長
）

・
基
調
講
演
：
「
日
本
食
と

健
康
長
寿
」
（
辻
一
郎
東
北

大
学
名
誉
教
授
／
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
公
衆

衛
生
学
分
野
客
員
教
授
）

・
講
演
１
：
「
高
齢
期
の
健

康
課
題
と
栄
養
療
法
の
重
要

性
」
（
荒
木
厚
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
糖
尿

病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科
フ

レ
イ
ル
予
防
セ
ン
タ
ー
長
）

・
講
演
２
：
「
フ
レ
イ
ル
・

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
の
た
め

の
運
動
と
食
事
」
（
山
田
実

筑
波
大
学
人
間
系
教
授
）

・
講
演
３
：
「
人
生
１
０
０

年
時
代
の
栄
養
～
高
齢
者
は

何
を
ど
う
食
べ
れ
ば
よ
い
の

か
？
」
（
川
口
美
喜
子
札
幌

保
健
医
療
大
学
大
学
院
教
授

／
大
妻
女
子
大
学
特
任
教

授
）

・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
／
サ
ミ
ッ

ト
ま
と
め
：
「
健
や
か
な
高

齢
期
の
た
め
に
い
ま
で
き
る

こ
と
」
（
寺
本
民
生
帝
京
大

学
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／

寺
本
内
科
・
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
内
科
院
長
）

・
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
米
穀

安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
）

※
各
講
演
30
分
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
予
定
で
す
。

※
講
演
タ
イ
ト
ル
、
要
旨
は

予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を
発
送
し

ま
し
た

本
年
中
に
基
金
掛
金
を
納

付
さ
れ
た
加
入
員
に
、
「
社
会

保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
届
き

ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

な
お
、
加
入
後
の
初
回
掛

金
引
き
落
と
し
日
が
12
月
の

方
に
つ
い
て
は
、
後
日
発
送

と
な
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
下
さ
い
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

に
は
、
基
金
掛
金
の
納
付
状

況
、
加
入
の
年
金
の
型
、
口

数
、
掛
金
月
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

基
金
の
掛
金
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
、
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に
ご
利

用
下
さ
い
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除

で
は
、
生
計
を
同
じ
く
す
る

ご
家
族
の
掛
金
も
実
際
に
負

担
し
た
方
の
所
得
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
所
得
の
多
い
方
が
ご
家

族
の
掛
金
を
負
担
し
た
場

合
、
税
優
遇
の
効
果
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

将
来
へ
の
備
え
と
し
て
、

ご
家
族
の
ご
加
入
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

ら
ど
う
す
る
」
で
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
健

康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
が

必
要
で
あ
り
、
小
・
中
学
生

時
代
か
ら
の
教
育
が
重
要
に

な
る
こ
と
な
ど
、
二
人
の
考

え
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
地
域
医
療
に
従
事

し
て
い
こ
う
と
す
る
先
生
方

に
と
っ
て
、
二
人
の
先
輩
の

貴
重
な
経
験
談
を
綴つ

づ

っ
た
本

書
は
一
読
に
値
す
る
一
冊
と

言
え
る
。

定
価　

２
２
０
０
円（
税
込
）

発
行　

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

章
で
構
成
。
主
な
改
訂
点
と

し
て
は
、
（
１
）
新
し
い
薬

剤
の
登
場
で
選
択
肢
が
増
え

た
こ
と
を
受
け
て
、
新
規
薬

剤
に
よ
り
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
た
臨
床
に
関
す
る
記
述
が

追
加
さ
れ
た
、
（
２
）
激
痛

時
の
急
速
鎮
痛
、
メ
サ
ド
ン

を
飲
め
な
く
な
っ
た
時
の
対

応
、
鎮
痛
補
助
薬
の
選
択
方

法
な
ど
、
臨
床
家
が
毎
日
直

面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て

新
た
な
項
目
が
設
定
さ
れ

た
、
（
３
）
症
状
緩
和
の
項

目
に
つ
い
て
、
少
し
ず
つ
内

容
を
変
更
・
削
除
・
追
加
さ

れ
た

─
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。本

書
は
序
文
に
あ
る
と
お

り
、
実
際
の
臨
床
の
場
で
患

者
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
基
に

書
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
大
変
役
立
つ
一
冊
と
言

え
る
。

定
価　

３
１
９
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

な
く
、「
支
援
」「
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
と
い
っ
た
視
点
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
出
版
さ
れ
た
本
書
は
悩

み
や
課
題
を
抱
え
る
糖
尿
病

患
者
の
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を

全
48
項
目
取
り
上
げ
、
支

援
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
視
点

か
ら
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し

て
い
る
。

本
文
は
、
（
１
）
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
診
療
の

基
本
方
針
を
簡
潔
に
記
載
、

（
２
）
具
体
的
な
治
療
手
順

と
し
て
、
診
療
の
進
め
方
を

ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
解
説
、

（
３
）「
う
ま
く
い
か
な
い
場

合
は
こ
う
す
る
」
と
し
て
、

通
常
の
対
応
で
は
困
難
な
パ

タ
ー
ン
に
つ
い
て
一
歩
踏
み

込
ん
だ
考
え
方
や
対
処
法
を

紹
介

─
と
い
う
形
式
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
読
み
や
す

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
対
応
の
引

き
出
し
を
増
や
し
、
患
者
も

納
得
す
る
最
適
な
診
療
を
行

う
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
満

載
で
、
糖
尿
病
に
関
わ
る
全

て
の
医
療
従
事
者
に
役
立
つ

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

４
７
３
０
円（
税
込
）

発
行　

日
本
医
事
新
報
社
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Ｑ
今
回
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
小
学
１
年
生
の
頃
に
東

日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
小
学
校
や
中
学
校
で
も

震
災
に
つ
い
て
の
授
業
や
被

災
者
の
方
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

被
災
地
支
援
に
関
し
て
興
味

が
あ
り
、
医
学
部
に
入
っ
て

か
ら
は
災
害
医
療
の
分
野
に

関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

１
月
１
日
に
テ
レ
ビ
で
悲

惨
な
能
登
半
島
地
震
が
起
こ

っ
た
こ
と
を
知
り
、
何
か
医

学
生
と
し
て
貢
献
で
き
る
こ

と
は
無
い
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
学
の
授
業
の
た

め
１
、
２
月
は
な
か
な
か
行

Ａ
私
が
派
遣
さ
れ
た
３
月

の
被
災
地
は
、
急
性
期

を
乗
り
越
え
、
慢
性
期
へ
と

移
り
変
わ
る
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
だ
け

で
な
く
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
や
Ｐ

Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
チ
ー
ム
、
鍼
灸

師
の
チ
ー
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
が
協
力
し
な
が
ら

被
災
者
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
心
と
体

の
両
方
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
慢
性
期
の
被
災
地
で
は
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
地
で
は
自
身
も

被
災
し
な
が
ら
医
療
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
々
が
疲
弊
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

私
達
外
部
の
医
師
会
か
ら

支
援
す
る
者
は
、
現
地
で
踏

ん
張
る
皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
立
場
と
し
て
、
全
力
を
尽

く
す
必
要
が
あ
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

─日本医師会LINE公式アカウントを
          友だち登録・アンケートに回答すると

抽選で卓上カレンダーが当たる！？─

「2025年版日医君卓上カレンダー」
プレゼントキャンペーン実施中！！

　日本医師会では、昨年ご好評頂きました「日医君卓
上カレンダー」の2025年版を今年も制作し、600名の
方々に抽選でプレゼントすることといたしました。下
記の応募方法（スマートフォンからのみ）に従い、奮
ってご応募願います。

◆応募方法：
　STEP1：�右記の二次元コードを読み取り、日本医師会

LINE公式アカウントを友だち登録
（登録済みの方は自動的に日本医
師会LINE公式アカウントのトーク
画面へ飛びます）

　STEP2：�日本医師会LINE公式アカウントの
トーク画面下部に表示されるメニューに載
っている「いますぐ応募する」赤いボタンを
クリック

　STEP3：��簡単なアンケートに回答
　STEP4：�応募完了！
　※�当選者には、後日、当LINE公式アカウントからご
連絡いたします。

　※�応募完了後に当LINE公式アカウントをブロックま
たは削除した場合には当選が無効になります。

　※�応募は一人1回に限らせて頂きます（複数応募は無
効といたします）。

◆応募締切：2024年11月30日（土）
◆問い合わせ先： 
　　　日本医師会広報課　 03-3946-2121（代）

LINE公式
アカウント

動
を
起
こ
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
３
月
に
春
休

み
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

神
奈
川
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
し
て

の
派
遣
の
お
話
を
頂
き
、
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｑ
実
際
に
ど
ん
な
活
動
を

さ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
現
地
で
は
、
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
担
当
と
し
て
石

川
県
庁
内
に
設
置
し
た
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
調
整
本
部
で
出
発
・
到

着
さ
れ
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
の
皆

様
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
の
管
理
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
隊
が
今
何
を
し
て

い
る
の
か
の
確
認
と
報
告
、

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
作
成
、
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
資
料
の
作
成

な
ど
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
他
、
実
際
に
輪
島
市

に
も
赴
き
、
介
護
施
設
に
物
資

の
運
搬
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
活
動
を
さ
れ
て
感
じ
た

こ
と
や
改
善
す
べ
き
課

題
が
あ
れ
ば
教
え
て
下

さ
い

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

 

医
学
生
に
よ
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

私
が
課
題
と
感
じ
た
の

は
、
支
援
物
資
の
適
正
な
配

置
に
つ
い
て
で
す
。
外
部
か

ら
派
遣
さ
れ
た
私
達
が
、
現

地
で
災
害
医
療
に
従
事
し
て

い
る
方
々
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

は
難
し
く
、
時
に
は
不
必
要

な
物
資
を
支
援
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

場
面
も
あ
り
、
改
善
の
必
要

を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
医
学
生
の
皆
さ
ん
に
一

言
お
願
い
し
ま
す

Ａ
医
学
部
の
授
業
で
は
、

災
害
医
療
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
派
遣
を

通
じ
て
、
日
本
と
い
う
災
害

大
国
で
将
来
医
師
と
し
て
働

こ
う
と
し
て
い
る
者
と
し

て
、
医
学
生
の
う
ち
か
ら
災

害
医
療
に
関
す
る
知
識
や
経

験
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

急
性
期
に
お
け
る
救
急
医

療
、
す
な
わ
ち
、
け
が
を
負

っ
た
被
災
者
の
治
療
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重

要
で
す
が
、
避
難
所
で
の
感

染
症
対
策
や
、
被
災
に
よ
っ

て
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
方
へ
の
対
応
な
ど
、
亜

急
性
期
か
ら
慢
性
期
に
掛
け

て
の
災
害
医
療
に
つ
い
て
も

医
学
生
の
う
ち
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
自
身
も
、
今
後
更
に
勉

強
を
重
ね
、
災
害
時
に
被
災

者
の
心
と
体
を
支
え
ら
れ
る

医
師
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
際

に
、
医
学
生
と
し
て
「
神
奈
川
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」

に
参
加
し
、
活
動
を
行
っ
た
国
際
医
療
福
祉

大
学
医
学
科
３
年
の
田
村
晃
子
さ
ん
に
、
今

回
活
動
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
や
活
動
内
容
、

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

話
を
し
て
頂
い
た
。
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